



















































の世界地図（流線図）を掲載した Segal, A. : An 











































































































れは本地域における第 2次世界大戦後の 20 余年
にも及ぶ内乱と，その後に続く社会主義政府によ
る国内移動の統制，特に農山村地域への移動制限
によるところが大きい。外国人研究者に農山村
地域での研究活動を認可されるようになるのは，
2000 年前後まで待たねばならなかった。次に，
研究が遅々として進まない状況にあって，本地域
は大きく変化を遂げつつあった。特に 1986 年に
始まる「チンタナカーン・マイ」に基づく経済自
由化と対外開放政策は，交通・通信インフラ整備，
商品作物栽培の普及，NGOによる農村開発プロ
ジェクト，中央政府による土地利用の近代化など
様々な変化を本地域にもたらしていた。
　つまり，現在のラオス農山村地域はその来歴す
